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付
金
9
5
6
4
万
円
、
県
補
助
金

3
2
0
万
円
）で
、
今
回
補
正
予
算

を
お
願
い
し
て
い
る
2
事
業
を
加
え

て
、
全
18
事
業
に
及
ぶ
事
業
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
都
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
る
な
ど
多
く
の
人
が
危
惧
す
る

中
、
原
則
無
観
客
で
、「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
0
」
が
7
月
23
日

か
ら
8
月
8
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
57
年
ぶ
り
の
東
京
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
参
加
し
た
選
手
や

運
営
に
尽
力
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
努
力
を
称
え
る
と
同
時
に
、
名

ば
か
り
で
あ
っ
た
当
初
の
「
復
興
五

輪
」
と
い
う
理
念
、
炎
暑
や
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
の
開
催
の
あ
り
方
な

2
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第
3
回
定
例
会

ど
、
考
え
る
べ
き
こ
と
、
学
ぶ
べ
き

こ
と
の
多
い
大
会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
8
月
7
日
、
悪
疫
退
散
と
祖
先
へ

の
鎮
魂
を
祈
願
し
、「
地
域
を
元
気

に
～
青
木
村
花
火
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
8
月
15
日
は
、
約
3
1
0
万
人
も

の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
第
二
次

世
界
大
戦
の
76
回
目
の
終
戦
記
念
日

で
し
た
。
戦
後
の
混
乱
か
ら
経
済
成

長
を
遂
げ
た
昭
和
の
時
代
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
平
成
の
時
代
を
経
て
、

令
和
の
時
代
も
不
戦
の
時
代
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
の
強
い
願
い
を
込
め
、

黙
祷
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
9
月
5
日
に
青
木
村
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練

に
お
い
て
、
特
に
青
木
村
民
は
、
避

難
情
報
を
受
信
し
た
方
が
周
り
の
方

へ
情
報
を
伝
え
る
と
い
う
〝
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
〟
の
力
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
村
に
と
っ
て
念
願
で
あ
り
ま
し
た

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
東
証
一
部
上

場
企
業
の
株
式
会
社
竹
内
製
作
所
さ

ん
の
受
け
皿
と
な
る
岡
石
工
業
地
整

備
事
業
は
、
村
の
土
地
開
発
公
社
が

造
成
工
事
中
で
あ
り
、
11
月
末
の
竣

工
を
目
指
し
順
調
に
進
捗
し
て
お
り

ま
す
。
竣
工
後
は
県
に
よ
る
開
発
行

為
の
検
査
を
受
け
た
後
、
竹
内
製
作

所
さ
ん
へ
引
き
渡
す
予
定
と
な
っ
て

の
強
力
な
体
制
の
早
急
な
構
築
を
切

望
い
た
し
ま
す
。

　
村
内
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
6
日
現

在
、
15
才
以
上
の
方
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
券
を
発
送
し
、
現
在
は
青
木
診
療

所
で
接
種
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
回
目
の
接
種
が
済
ん
だ
方
は
、
接

種
対
象
年
齢
12
才
以
上
の
81
・
2
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
12

才
以
上
の
接
種
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
令
和
3
年
度
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
係
る
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
ご
報
告
を

申
し
上
げ
ま
す
。
事
業
総
額
約
1

億
5
0
0
万
円（
地
方
創
生
臨
時
交

　
今
、
世
界
は
一
年
余
も
の
間
未
曽

有
の
緊
急
事
態
に
さ
ら
さ
れ
て
お

り
、
未
だ
衰
え
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
青
木
村
に

住
む
私
た
ち
の
経
済
や
生
活
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
有

効
性
や
安
全
性
が
確
立
し
た
治
療
法

な
ど
の
開
発
は
、
ま
だ
見
通
し
が

立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国
民
の
命
を

守
る
た
め
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
る
医

療
従
事
者
な
ど
の
皆
さ
ま
に
は
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
患
者
急
増
の
中
、
菅
義
偉

首
相
が
9
月
3
日
、
急
遽
退
陣
を
表

明
し
ま
し
た
。
次
の
日
本
の
リ
ー

ダ
ー
に
は
、
政
治
へ
の
信
頼
回
復
を

図
る
と
共
に
、
コ
ロ
ナ
克
服
の
た
め

実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がないため、
「－」で表示しています。

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
に
、
全
て
の
村

民
の
皆
さ
ん
の
引
き
続
き
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
特
に
お
願
い
申
し
上

げ
、
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

報
告
第
1
号

健
全
化
判
断
比
率

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
は

「
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
毎
年
度

の
決
算
に
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

令
和
3
年
第
3
回
定
例
会
は
、
去
る
9
月
8
日
に
招
集
さ
れ
、
24
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
報
告
2
件
、
令
和
2
年
度
の
決
算
の
認
定
7
件
、
条
例
制
定
1
件
、

条
例
改
正
2
件
、
人
事
案
件
3
件
、
令
和
3
年
度
補
正
予
算
3
件
、
発
議
1
件
は
原
案
の
と
お

り
承
認
、
可
決
さ
れ
、
陳
情
2
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
7
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

（単位：％）

令
和
３
年

＜指標の名称＞ 青木村の比率 国が定める
早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0

連結実質赤字比率 － 20.0

実 質 公 債 費 比 率 6.7 25.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0
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青
木
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

指
標
で
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、
村
の
健
全

化
は
保
た
れ
て
い
る
と
判
断

し
ま
す
。

報
告
第
2
号

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方

公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
公
営

企
業
会
計
ご
と
に
資
金
不
足
比

率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
青
木
村
に
お
け
る
公
営
企
業

会
計
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

い
、
条
例
に
お
い
て
引
用
す
る

条
項
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
、
次
の
方

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
藤　
賢
二
氏
（
入
田
沢
区
）

議
案
第
12
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

の
同
意
に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
う
も
の
で
、
次

の
方
が
候
補
者
と
し
て
推
薦
さ

れ
、
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
推
薦
候
補
者

　
川
本　
秀
文
氏
（
細
谷
区
）

　
多
田　
晴
子
氏
（
沓
掛
区
）

議
案
第
13
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、
次

の
方
が
再
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
田　
章
偉
氏
（
村
松
区
）

議
案
第
14
号

令
和
3
年
度
青
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
7
5
3

議
案
第
1
号
～
議
案
第
7
号

令
和
2
年
度
青
木
村
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て
～
青
木

村
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

内
藤
代
表
監
査
委
員
よ
り
決

算
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
8
号

押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し

の
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
の
簡
素
化
及
び
住

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
条
例
で
定
め
る
手
続
の
押

印
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
図
る

も
の
で
す
。

議
案
第
9
号

青
木
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再

発
行
手
数
料
の
徴
収
主
体
が
変

更
と
な
っ
た
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

青
木
村
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
の
省
令
の
一
部
改
正
に
伴

議　
案

万
円
を
追
加
し
、
29
億
3
7
4
1

万
2
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

で
は
地
方
交
付
税
1
5
4
4
万

8
千
円
、
国
庫
補
助
金
（
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
）
5
2
6
万
4
千

円
、
前
年
度
繰
越
金
1
3
1
2

万
円
の
増
が
主
な
も
の
で
、
歳

出
で
は
、
8
月
の
豪
雨
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
東
沢
林
道
、
琴

山
林
道
の
修
繕
料
2
2
0
万
円
、

琴
山
川
の
河
川
改
良
費
4
4
0

万
円
、
当
郷
岡
石
地
区
の
用
排
水

路
改
良
の
用
地
測
量
・
設
計
委
託

料
1
0
0
0
万
円
、
商
工
業
者
・

農
業
従
事
者
に
対
す
る
支
援
金

8
5
0
万
円
の
増
な
ど
が
主
な

も
の
で
す
。

議
案
第
15
号

令
和
3
年
度
青
木
村
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

　
資
本
的
収
入
は
1
0
8
万
7
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
4
9
0
1

万
8
千
円
と
す
る
も
の
で
、
国
道

1
4
3
号
歩
道
拡
張
工
事
に
伴

う
水
道
工
事
負
担
金
の
増
で
す
。

資
本
的
支
出
は
8
5
9
万
1
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
9
4
9
6

万
8
千
円
と
す
る
も
の
で
、
当
郷

地
区
の
導
水
管
・
国
道
1
4
3
号

歩
道
拡
張
に
伴
う
水
道
管
布
設

替
工
事
の
増
が
主
な
も
の
で
す
。

議
案
第
16
号

令
和
3
年
度
青
木
村
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

　

収
益
的
支
出
を
1
2
3
万
2

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
2
億

2
5
0
2
万
2
千
円
と
す
る
も

の
で
、
施
設
の
維
持
管
理
に
係

る
修
繕
費
の
増
で
す
。

発
議
第
1
号

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
今
後
厳
し
い

地
方
財
政
の
運
営
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
方
税
・
地
方

交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
確
保
・

充
実
を
図
る
よ
う
、
政
府
及
び

国
会
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
坂
井　
弘 

議
員

陳
情
第
1
号

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含

む
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用
し
な

青木村の数値は資金不足額がないため、「－」で表示しています。

＜公営企業特別会計＞ 青木村の比率 国が定める
経営健全化基準

簡易水道事業会計 ― 20.0
特定環境保全公共
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0

（単位：％）

発　
議

陳　
情
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歳入 歳出 翌年度繰越※ 収支

一 般 会 計 3,859,308,762 3,660,847,463 81,976,000 198,461,299
（特別会計）
国 民 健 康 保 険 558,852,857 536,236,224 22,616,633
別 荘 事 業 17,877,196 16,853,022 1,024,174
介 護 保 険 555,067,580 548,528,475 6,539,105
後 期 高 齢 者 医 療 65,873,884 65,671,284 202,600
（公営企業会計）

簡易水道事業
収益的支出 206,629,473 200,644,342 5,985,131
資本的支出 38,729,688 81,439,184 △ 42,709,496

特定環境保全
公共下水道
事業

収益的支出 249,510,125 245,712,240 3,797,885
資本的支出 179,169,455 189,443,660 △ 10,274,205

令和2年度  青木村　決算の状況
（単位：円）

※翌年度繰越：事情により翌年度に繰り越した予算。

い
よ
う
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
等
を

含
む
土
砂
を
埋
立
て
事
業
に
使

用
し
な
い
等
の
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
で

す
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
坂
井　
弘 
議
員

陳
情
第
2
号

ト
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性
核

種
を
含
む
A
L
P
S
処
理
水
の

海
洋
放
出
方
針
決
定
の
撤
回
を

求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

　

ト
リ
チ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性

核
種
を
含
む
A
L
P
S
処
理
水

の
海
洋
放
出
の
基
本
方
針
を
撤

回
し
、
陸
上
保
管
の
継
続
を
求

め
る
等
の
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
で
す
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
坂
井　
弘 

議
員

議案 松本 塩澤 平林 宮入 坂井 松澤 金井 宮下 沓掛 居鶴 結果

議案第１号 令和２年度　青木村一般会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第２号 令和２年度　青木村国民健康保険特別会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第３号 令和２年度　青木村別荘事業特別会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第４号 令和２年度　青木村介護保険特別会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第 5 号 令和２年度　青木村後期高齢者医療特別会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第 6 号 令和２年度　青木村簡易水道事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第 7 号 令和２年度　青木村特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 認定（全員一致）

議案第 8 号 押印を求める手続の見直しのための関係条例の整備に関する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第 9 号 青木村手数料徴収条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第10号 青木村地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税の特例に関する
条例の一部を改正する条例について 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第11号 監査委員の選任について 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第12号 人権擁護委員候補者の推薦の同意について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第13号 教育委員会委員の任命について 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第14号 令和３年度　青木村一般会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第15号 令和３年度　青木村簡易水道事業会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

議案第16号 令和３年度　青木村特定環境保全公共下水道事業会計補正予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

発議第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 可決（全員一致）

陳情第１号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める陳情について ● 〇 ● 〇 〇 ● ― ● ● 〇 不採択（賛成少数）

陳情第２号 トリチウムなどの放射性核種を含むALPS処理水の海洋放出方針決定の撤
回を求める陳情について ● ● ● 〇 〇 ● ― ● ● ● 不採択（賛成少数）

議案の議決結果 〇賛成   ●反対

※議長は採決に加わりません。



　

令
和
３
年
第
３
回
青
木
村
議

会
定
例
会
で
、
令
和
２
年
度
決

算
認
定
に
つ
い
て
総
務
建
設
産

業
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
委
員
会
審
議
が
９
月

14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
の

不
納
欠
損
処
分
の
内
容
、
財
政

力
指
数
、
経
常
収
支
比
率
の
今

委
員
長　
居
鶴  
貞
美
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総
務
建
設
産
業
委
員
会後

、
村
営
バ
ス
運
行
収
入
な
ど
に

つ
い
て
質
問
並
び
に
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
歳
出
に
お
い
て

は
、
総
務
企
画
課
・
税
務
会
計

課
関
係
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
事

業
の
状
況
、
タ
チ
ア
カ
ネ
蕎
麦

の
Ｐ
Ｒ
の
状
況
、
情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
今
後
の
展
望
や
消

防
設
備
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
農
林

課
・
商
工
観
光
移
住
課
関
係
で

は
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
道
の
駅
を

は
じ
め
と
し
た
施
設
の
運
営
状

況
、
定
住
施
策
、
村
道
・
橋
梁

の
危
険
箇
所
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
反
対
討
論
な
く
、
賛
成
討
論
で

は
厳
し
い
財
政
の
中
、
歳
入
に

お
い
て
、
村
税
の
高
い
収
納
率

を
維
持
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の

中
、
事
業
推
進
に

努
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
評
価
す
る
。

歳
出
で
は
、
23
事

業
に
渡
る
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
、

迅
速
か
つ
き
め
細

か
な
対
応
を
評
価

す
る
。
国
・
県
の

交
付
金
・
補
助
金

で
台
風
19
号
に
よ

る
災
害
復
旧
事
業

を
早
期
に
完
了
し

た
こ
と
は
、
村
民

の
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
る
。

今
後
も
現
在
の
健
全
財
政
を
維

持
し
、
村
民
に
更
に
寄
り
添
い
、

計
画
通
り
に
事
業
展
開
す
る
こ

と
を
望
む
と
の
討
論
が
あ
り
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
賛
成
討
論　
松
澤 

正
登 

議
員

議
案
第
３
号

令
和
２
年
度
青
木
村
別
荘
事
業
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

別
荘
地
内
の
売
買
の
状
況
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
討

論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

議
案
第
６
号　

令
和
２
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う

質
疑
、
水
道
の
維
持
管
理
の
方
法

に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
討

論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

ど
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

議
案
第
７
号

令
和
２
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　

公
営
企
業
会
計
移
行
に
伴
う

質
疑
が
あ
り
、
討
論
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
ど
お
り
認
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

防災力向上のため指定避難所に空調設備を整備
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社
会
文
教
委
員
会

　

令
和
3
年
第
3
回
青
木
村
議

会
定
例
会
で
、
令
和
2
年
度
決

算
に
つ
い
て
社
会
文
教
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
教
育
委
員
会
関

係
と
住
民
福
祉
課
関
係
の
委
員

会
審
議
が
9
月
15
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
審
議
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
案
第
1
号

令
和
2
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
保
育
所
や
児

童
セ
ン
タ
ー
の
状
況
、
休
校
中

の
児
童
・
生
徒
の
状
況
、
学
校

行
事
の
実
施
状
況
、
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
状
況
や
効
果
、

体
育
施
設
・
図
書
館
・
五
島
慶

太
未
来
創
造
館
・
美
術
館
等
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
福
祉
課
関
係
で
は
、
戸

籍
関
係
業
務
、
放
課
後
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
た
ん
と
キ
ッ
ズ
あ
お
き
」

の
利
用
状
況
や
老
人
保
護
措
置

費
の
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
、

ご
み
の
不
法
投
棄
の
状
況
、
し

尿
処
理
施
設
の
負
担
金
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
費
の
備
品

購
入
に
つ
い
て
等
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
付
金
の
公
平
・
平
等
・
速

や
か
な
業
務
や
早
期
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
、
休
校
時
に
お

け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
P 

C
の
利
活
用

や
学
校
I
C
T
環
境
整
備
が
進

み
、
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

村
民
の
健
康
・
福
祉
並
び
に
教

育
に
寄
与
し
、
適
切
に
予
算
執

行
が
な
さ
れ
た
と
の
賛
成
討
論

が
あ
り
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論 　
坂
井　
弘 

議
員

委
員
長　
宮
下　
壽
章

議
案
第
4
号

令
和
2
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

基
金
積
み
立
て
や
介
護
予
防

事
業
の
開
催
状
況
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原

案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
2
号

令
和
2
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

　

国
保
税
一
人
当
た
り
調
停
額

の
推
移
、
国
保
税
収
納
率
、
特

定
健
診
・
保
健
指
導
・
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
率
向
上
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原

案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルスワクチンの集団接種会場

休校時に備えたオンライン学活

議
案
第
5
号

令
和
2
年
度
青
木
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　

質
疑
・
討
論
な
く
、
全
員
賛

成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。



1
安
全
、
安
心
の
村
づ
く
り
に

　

 

つ
い
て

（
問
）　
異
常
気
象
等
に
よ
る
避
難
指

示
等
の
発
令
の
考
え
方
は
。

村
長
答
弁

　

降
雨
量
、
今
後
の
天
気
の
予

測
、
警
告
、
一
日
の
時
間
帯
、
昼

か
夜
か
を
含
め
て
総
合
的
に
判

断
し
、
敏
速
か
つ
的
確
に
、
そ

し
て
勇
気
を
も
っ
て
早
期
に
発

令
し
て
い
く
。

　

更
に
緊
急
事
態
と
な
っ
た
際

に
は
、
防
災
訓
練
で
実
施
し
て

有
効
性
が
確
認
さ
れ
た
防
災
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
緊
急
通
報
メ
ー
ル

も
活
用
し
て
い
く
。

（
問
）　
砂
防
ダ
ム
、
砂
防
堰
堤
等
イ

ン
フ
ラ
の
点
検
、
危
険
箇
所
点

検
の
現
状
は
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

上
田
建
設
事
務
所
の
発
注
に

よ
り
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
点
検
済
箇
所
に
つ

い
て
軽
微
な
損
傷
等
が
見
受
け

ら
れ
た
施
設
が
あ
っ
た
も
の
の
、

緊
急
的
な
も
の
は
な
く
、
砂
防

堰
堤
等
の
大
型
構
造
物
に
お
け

る
重
大
な
損
傷
等
は
無
か
っ
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
点

検
方
法
に
つ
い
て
は
、
県
が
策

定
し
た
砂
防
点
検
施
設
点
検
実

施
要
領
に
基
づ
い
て
原
則
5
年

ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
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松
澤　
正
登 

議
員

3

役場内設置の災害時緊急通報に
使用されるパソコンと情報端末

役場内設置の地震計及び気象観測システム

て
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　

ド
ロ
ー
ン
一
台
を
購
入
し
て

い
る
。
活
用
を
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
危
険
個
所
の
点
検
で
の

活
用
を
想
定
し
て
い
る
が
、
相

当
の
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
だ
。

災
害
以
外
の
活
用
も
含
め
て
今

後
研
修
や
訓
練
を
実
施
し
て
い

く
。

（
問
）　
災
害
へ
の
住
民
意
識
の
向
上

を
高
め
る
に
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

地
域
防
災
力
向
上
計
画
が
完

成
し
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。
自
助
編
は
全

戸
配
布
し
て
お
り
、
共
助
編
は

地
域
で
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

機
会
あ
る
ご
と
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）　
住
民
に
対
す
る
災
害
情
報
や

避
難
誘
導
な
ど
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
の
充
実
の
考
え
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
災
害
情
報
に
つ
い
て
は
、
情
報

電
話
を
軸
と
し
て
防
災
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ｍ「
と
う
み
」の
携
帯
ア
プ
リ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
を
活
用
し
て
周
知
し
て
い

る
。

　

防
災
訓
練
を
通
し
て
防
災
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
開
設
を
し
、
緊
急

速
報
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル

の
活
用
実
験
を
行
っ
た
。
今
後

も
よ
り
簡
単
に
多
く
の
方
に
効

果
的
な
情
報
伝
達
が
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の
対
応

に
お
け
る
「
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

状
況
、
災
害
時
の
感
染
症
で
自

宅
療
養
者
の
避
難
体
制
、
小
中

学
生
・
高
校
生
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
」
に
つ
い
て　

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

現
在
住
民
の
概
ね
8
割
近
く

の
方
が
2
回
目
の
接
種
が
終
了

し
た
状
況
だ
。
15
歳
以
上
の
方
に

対
し
て
も
す
で
に
接
種
券
を
送

付
済
で
、
診
療
所
で
の
接
種
の

予
約
の
受
付
中
だ
。
災
害
時
の

感
染
症
で
自
宅
療
養
の
人
の
避

難
に
つ
い
て
は
、
健
康
者
と
別

の
避
難
場
所
を
設
置
す
る
。
保

健
所
等
の
関
係
機
関
と
密
接
に

連
携
を
図
り
対
応
す
る
。
ま
た
、

小
中
学
生
・
高
校
生
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
年
齢
は
現
在
12

歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
ワ
ク
チ
ン
の
在
庫
を

確
認
し
な
が
ら
12
歳
か
ら
14
歳

の
方
に
順
次
接
種
券
を
送
付
す

る
予
定
だ
。

※ 

議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
込
み
で
、
各
議
員
の
一
般
質
問

　
 

音
声
デ
ー
タ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１
、	

安
全
、
安
心
の
村
づ
く
り
に
つ
い
て



事
の
際
、
Ｅ
Ｖ
車
を
貸
出
し
て
戴
く

等
の
災
害
協
定
を
結
ん
だ
。
外
部

給
電
設
備
は
大
変
有
効
と
承
知
し

て
い
る
。
工
事
費
、
補
助
金
等
を
把

握
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

（
問
）　
再
エ
ネ
で
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
一
定
期
間
買
取
る
制

度
（
F
I
T
制
度
）
で
の
固
定
価

格
の
売
電
が
2
0
1
9
年
11
月
以

降
順
次
終
了
す
る
。
村
内
の
現
在

迄
の
F
I
T
制
度
導
入
状
況
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入

補
助
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
令
和

2
年
度
迄
1
5
6
件
、
1
2
6
9

万
4
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）　
F
I
T
制
度
期
間
満
了
に
伴

う
今
後
の
在
宅
用
太
陽
光
発
電

の
活
用
の
選
択
肢
で
は
、
蓄
電
池

を
併
用
し
た
自
家
消
費
が
ベ
ス
ト

だ
。
蓄
電
池
の
普
及
に
向
け
更
に

手
厚
い
補
助
制
度
を
提
案
す
る
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

令
和
元
年
度
か
ら
蓄
電
池
設

置
補
助
も
上
限
10
万
円
で
開
始

を
し
、
昨
年
度
迄
6
件
48
万
8

千
円
の
実
績
が
あ
る
。
新
規
に
太

陽
光
と
蓄
電
池
の
セ
ッ
ト
で
は
上

限
20
万
円
。
7
月
か
ら
県
で
も
太

陽
光
と
蓄
電
池
の
セ
ッ
ト
で
20
万

円
、
蓄
電
池
の
み
で
15
万
円
と
い

う
補
助
も
開
始
し
た
。
村
の
補
助

と
合
わ
せ
て
蓄
電
池
普
及
の
後
押

し
を
し
て
い
る
。

が
、
水
素
社
会
に
お
け
る
国
の
動

向
と
青
木
村
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
国
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
重
要
取
組
と
し
、
水
素
社
会
の

確
立
を
目
指
し
て
い
る
事
は
承
知

し
て
い
る
。
水
素
社
会
の
実
現
に

は
ま
だ
多
く
の
課
題
は
あ
る
が
、

今
後
も
し
っ
か
り
国
・
県
の
情
報

を
取
得
し
対
応
し
て
い
く
。

（
問
）　

青
木
村
の
産
業
部
門
の

C
O
2
排
出
量
の
推
移
、
ま
た
、

産
業
界
に
お
け
る
脱
炭
素
に
向
け

た
取
組
、
方
向
性
に
つ
い
て
、
村

の
考
え
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
C
O
2
排
出
量
推
移
の
把
握
は

し
て
い
な
い
。
地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
再
エ
ネ
の
利
用
促
進
は
、

住
宅
用
太
陽
光
の
推
進
、
街
灯
の

L
E
D
化
、
森
林
整
備
促
進
等
で

脱
炭
素
に
取
組
ん
で
い
く
。

2 

災
害
に
強
い
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

 

の
確
保
に
つ
い
て

（
問
）　
避
難
所
停
電
対
策
と
し
て
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

（
P
H
V
車
）
か
ら
直
接
プ
ラ
グ

を
差
し
込
む
だ
け
で
避
難
所
全
体

へ
電
気
の
供
給
が
可
能
と
な
る
外

部
給
電
設
備
の
設
置
を
提
案
す

る
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
村
は
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）
を

3
台
導
入
し
、
日
産
自
動
車
と
有

1 

未
来
の
最
適
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

　

 

に
向
け
た
取
り
組
み

（
問
）　
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

　

ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
経
済
と
環
境
の

好
循
環
に
繋
げ
る
為
の
国
の
施
策

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
に
つ
い
て
、

村
の
考
え
は
。

村
長
答
弁

　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
8
割
を

占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
取

組
、
特
に
電
力
部
門
の
脱
炭
素

化
は
重
要
と
承
知
し
て
い
る
。
国

が
2
0
5
0
年
に
向
け
て
技
術
革

新
、
予
算
、
税
、
規
制
等
、
あ
ら

ゆ
る
施
策
で
取
組
む
事
を
村
行
政

も
注
視
し
て
参
り
た
い
。

（
問
）　
再
エ
ネ
が
積
極
的
に
導
入
さ

れ
る
事
が
重
要
。
そ
の
促
進
の
為

に
減
税
、
投
資
額
の
利
子
補
給
等

積
極
的
施
策
が
重
要
だ
。
現
村
内

の
産
業
部
門
等
で
の
脱
炭
素
に
向

け
た
投
資
促
進
税
制
、
C
O
2
抑

制
対
策
補
助
金
等
の
支
援
施
策
活

用
状
況
及
び
再
エ
ネ
導
入
率
は
。

商
工
観
光
移
住
課
長
答
弁

　
支
援
施
策
活
用
状
況
は
把
握
し

て
い
な
い
。
再
エ
ネ
の
細
か
な
導

入
率
は
算
出
し
て
い
な
い
。

（
問
）　
国
は
世
界
初
の
水
素
に
関
す

る
国
家
戦
略
を
策
定
し
、
水
素
社

会
実
現
に
向
け
取
組
を
推
進
し
て

い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
石
炭
か
ら
石

油
、
そ
し
て
今
後
環
境
に
優
し
い

水
素
に
変
わ
る
事
が
想
像
さ
れ
る

8
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平
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議
員

１
、	

未
来
の
最
適
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
向

け
た
取
り
組
み

２
、	
災
害
に
強
い
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
保
に
つ
い
て

太陽光発電設置に適した青木村の南向き面を臨む

太陽光パネルと蓄電池設置例　屋外と屋内



池
の
公
民
館
、
老
人
セ
ン
タ
ー
、

保
育
園
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
旅

館
や
グ
ラ
ン
ド
、
駐
車
場
な
ど

も
可
能
に
な
る
。

（
問
）　
各
地
区
の
区
長
等
へ
の
説
明

に
つ
い
て
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

関
係
の
区
長
に
は
し
っ
か
り

説
明
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

2 

有
害
鳥
獣
、命
を
い
た
だ
く
こ
と

 　
に
つ
い
て

（
問
）　
有
害
鳥
獣
の
被
害
の
現
状
と

村
の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

昨
年
の
鹿
の
捕
獲
頭
数
は
、

2
4
9
頭
。
有
害
鳥
獣
侵
入
防

止
柵
を
地
元
の
要
望
に
よ
り
資

材
提
供
し
て
い
る
。
個
人
向
け

に
も
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

（
問
）　
捕
獲
し
た
鹿
の
処
理
は
、
た

だ
埋
設
す
る
の
で
は
な
く
、
有

効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。

建
設
農
林
課
長
答
弁

　

解
体
加
工
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
、
と
て
も
多
く
の
課
題
が

あ
る
。
周
辺
の
自
治
体
と
も
広

域
的
に
連
携
し
な
が
ら
解
決
策

や
捕
獲
し
た
個
体
の
活
用
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

き
に
つ
い
て
は
、
避
難
計
画
が

策
定
さ
れ
、
避
難
訓
練
も
行
わ

れ
て
い
る
。

（
問
）　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿

作
り
に
つ
い
て
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
村
で
把
握
し
て
い
る
避
難
行
動

要
支
援
者
は
、
2
4
1
名
。
ほ
か

に
本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
申
請

し
て
い
た
だ
き
登
録
を
行
う
。

（
問
）　
名
簿
登
録
者
へ
の
支
援
と
、

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　

名
簿
は
、
安
否
確
認
の
作
業

と
、
訓
練
の
段
階
で
名
簿
登
録

者
へ
の
支
援
を
想
定
し
て
い
く
。

福
祉
避
難
所
と
し
て
は
、
ラ
ポ
ー

ト
あ
お
き
と
受
け
入
れ
の
協
定

を
結
ん
で
い
る
。
ま
た
、
保
健

セ
ン
タ
ー
と
役
場
を
予
定
し
て

い
る
。

（
問
）　
社
会
福
祉
協
議
会
で
進
め
て

い
る
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
と

の
関
連
に
つ
い
て
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
と
、
地

区
防
災
マ
ッ
プ
作
り
を
関
連
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
問
）　
小
諸
市
と
の
災
害
時
に
お
け

る
相
互
支
援
等
に
関
す
る
協
定

に
つ
い
て
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
避
難
所
と
し
て
新
た
に
洞
、
原

1 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

（
問
）　
地
区
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
状

況
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

地
区
防
災
マ
ッ
プ
は
、
入
田

沢
区
各
組
、
中
挾
区
、
沓
掛
区

で
作
成
済
み
。
今
年
度
は
当
郷

区
で
作
成
中
。

　

村
の
総
合
防
災
訓
練
に
合
わ

せ
て
、
地
域
防
災
マ
ッ
プ
を
も

と
に
訓
練
等
を
行
っ
て
検
証
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
問
）　

防
災
訓
練
の
広
域
的
な
対

応
、
ま
た
訓
練
の
高
度
化
に
つ

い
て
。

村
長
答
弁

　

上
田
地
域
の
6
市
町
村
で
構

成
す
る
定
住
自
立
圏
の
中
で
、
災

害
時
の
対
応
を
迅
速
に
行
う
体

制
づ
く
り
を
検
討
中
。

　

訓
練
の
高
度
化
に
つ
い
て
は
、

高
い
水
準
で
開
発
さ
れ
る
機
械

と
か
機
器
、
グ
ッ
ズ
の
装
備
、
ま

た
、
公
助
・
共
助
・
自
助
な
ど
、

横
断
的
な
組
み
合
わ
せ
を
図
っ

て
い
く
。

（
問
）　
水
防
法
に
よ
る
要
配
慮
者
利

用
施
設
の
避
難
確
保
計
画
と
避

難
訓
練
の
状
況
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

ラ
ポ
ー
ト
あ
お
き
で
は
、
水

防
法
に
よ
る
避
難
計
画
を
現
在

策
定
中
。
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
あ
お

事
の
際
、
Ｅ
Ｖ
車
を
貸
出
し
て
戴
く

等
の
災
害
協
定
を
結
ん
だ
。
外
部

給
電
設
備
は
大
変
有
効
と
承
知
し

て
い
る
。
工
事
費
、
補
助
金
等
を
把

握
し
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

（
問
）　
再
エ
ネ
で
発
電
し
た
電
気
を

電
力
会
社
が
一
定
期
間
買
取
る
制

度
（
F
I
T
制
度
）
で
の
固
定
価

格
の
売
電
が
2
0
1
9
年
11
月
以

降
順
次
終
了
す
る
。
村
内
の
現
在

迄
の
F
I
T
制
度
導
入
状
況
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入

補
助
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
令
和

2
年
度
迄
1
5
6
件
、
1
2
6
9

万
4
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
問
）　
F
I
T
制
度
期
間
満
了
に
伴

う
今
後
の
在
宅
用
太
陽
光
発
電

の
活
用
の
選
択
肢
で
は
、
蓄
電
池

を
併
用
し
た
自
家
消
費
が
ベ
ス
ト

だ
。
蓄
電
池
の
普
及
に
向
け
更
に

手
厚
い
補
助
制
度
を
提
案
す
る
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

令
和
元
年
度
か
ら
蓄
電
池
設

置
補
助
も
上
限
10
万
円
で
開
始

を
し
、
昨
年
度
迄
6
件
48
万
8

千
円
の
実
績
が
あ
る
。
新
規
に
太

陽
光
と
蓄
電
池
の
セ
ッ
ト
で
は
上

限
20
万
円
。
7
月
か
ら
県
で
も
太

陽
光
と
蓄
電
池
の
セ
ッ
ト
で
20
万

円
、
蓄
電
池
の
み
で
15
万
円
と
い

う
補
助
も
開
始
し
た
。
村
の
補
助

と
合
わ
せ
て
蓄
電
池
普
及
の
後
押

し
を
し
て
い
る
。

ハザードマップと地区防災マップ

9
AOKI 令和 3 年 11.1 ／第 83 号

１
、	

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

２
、	

有
害
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

塩
澤　
敏
樹 

議
員



（
問
）　
コ
ン
ビ
ニ
で
同
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
住
民
票
等
の
証
明
書
を
取

得
す
る
こ
と
や
、
税
金
の
支
払
い

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。
印
鑑
証
明
や
図
書

館
カ
ー
ド
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
。 

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
便
利
で
は
あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム

の
構
築
や
維
持
に
多
額
の
費
用

が
か
か
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て

研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。
図

書
館
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
上
田

地
域
広
域
連
合
の
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
共
同
利
用
で
き
る
。

（
問
）　
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
令
和
4
年
度
ま
で
に
ほ
と
ん
ど

の
方
が
同
カ
ー
ド
を
保
有
し
て
い

る
こ
と
を
想
定
し
て
、
子
育
て
や

介
護
等
の
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
治
体
Ｄ※

Ｘ
推
進
手
順
書
に
沿
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

（
問
）　

長
期
的
に
I
T
C
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
業

務
効
率
化
は
ど
う
進
め
る
か
。 

村
長
答
弁

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

I
T
C
化
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
発
行
の
促

進
や
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
。

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な
い
状
況
で
の

情
報
伝
達
が
課
題
で
あ
る
。
近
所

の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
け
が
一
番

効
果
的
で
も
あ
り
、
防
災
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
訓
練
等
で
最

適
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

2 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

（
問
）　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
金
は
ど
う
利
用
す
る

か
。

村
長
答
弁

　

各
年
度
に
お
い
て
、
行
政
上

重
要
な
こ
と
に
利
用
し
て
い
き
た

い
。
台
風
19
号
災
害
の
復
旧
費
用

に
充
て
た
例
も
あ
る
。

（
問
）　
青
木
村
へ
の
寄
付
を
増
や
す

た
め
の
施
策
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

返
礼
品
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
提
供
し
て
い
た
だ
く

生
産
者
や
事
業
者
を
開
拓
し
て
い

る
。
提
供
者
と
も
相
談
し
、
新
し

い
商
品
開
発
を
進
め
て
い
き
た
い
。

3 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

（
問
）　
役
場
の
通
常
開
庁
以
外
の
時

間
に
お
け
る
同
カ
ー
ド
発
行
に
つ

い
て
今
後
の
運
営
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
毎
週
木
曜
日
の
午
後
7
時
30
分

迄
と
、
月
一
回
休
日
の
午
前
中
の

交
付
は
、
一
定
の
希
望
者
が
い
る

こ
と
か
ら
今
後
も
継
続
す
る
。

1 

台
風
・
豪
雨
の
対
応
に
つ
い
て

（
問
）　
台
風
・
豪
雨
時
に
お
け
る
避

難
指
示
発
令
は
青
木
村
に
よ
っ
て

行
わ
れ
る
。
異
常
気
象
が
恒
常
化

す
る
な
か
で
、
発
令
の
判
断
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
降
雨
量
、
気
象
台
に
よ
る
予
報

や
警
報
、
そ
の
日
の
時
間
帯
等
を

総
合
的
に
考
慮
し
発
令
を
す
る
。

村
内
一
律
で
は
な
く
、
地
域
を
限

定
し
た
避
難
指
示
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
問
）　
村
が
避
難
指
示
を
発
令
し
て

い
な
い
状
況
（
警
戒
レ
ベ
ル
2
以

下
）
に
お
い
て
、
村
民
が
自
主
的

に
避
難
を
希
望
し
た
場
合
、
村
と

し
て
の
対
応
は
。 

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　
公
共
施
設
を
早
い
段
階
で
避
難

所
と
し
て
優
先
的
に
開
設
し
て
い

く
。
各
地
区
の
要
望
も
踏
ま
え
て

対
応
す
る
。

（
問
）　
避
難
指
示
発
令
等
の
緊
急
時

の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
今
後
は
。

防
災
危
機
管
理
監
答
弁

　

情
報
電
話
を
軸
と
し
て
、
防

災
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ｍ
「
と
う
み
」
の

携
帯
ア
プ
リ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
て

い
る
。

　
防
災
訓
練
に
よ
り
、防
災
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
有
用
性

も
確
認
し
て
い
る
。
携
帯
電
話
や

※ DX：デジタルトランスフォーメーションの略。情報技術の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという意味。
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避難情報とマイナンバーカード

松
本　
淳
英 

議
員

1
、	

台
風
・
豪
雨
時
の
対
応
に
つ
い
て

2
、	

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

3
、	
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て



　
自
主
財
源
の
確
保
、
波
及
効
果

の
多
さ
と
い
う
論
理
は
一
定
理
解

す
る
。
し
か
し
、
無
制
限
に
工
業

地
化
を
進
め
る
こ
と
に
は
恐
怖
を

感
じ
る
。
将
来
の
青
木
村
を
ど
う

見
据
え
る
の
か
、
自
然
や
農
業
を

守
れ
る
の
か
、
正
念
場
に
立
た
さ

れ
て
い
る
。
村
民
か
ら
広
く
意
見

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

村
長

　
議
論
が
嚙
み
合
わ
な
い
。
水
田

営
農
機
械
施
設
等
導
入
事
業
補
助

金
2
3
0
0
万
円
の
補
助
な
ど
、

農
地
を
守
る
施
策
を
進
め
る
た
め

に
も
企
業
誘
致
は
必
要
だ
。

3 

文
化
遺
産
登
録
制
度
の
創
設
を

（
問
）　
開
館
1
年
と
な
る
青
木
村
文

書
館
の
活
用
状
況
は
。

教
育
長
答
弁

　
村
内
数
名
の
ほ
か
、
松
本
市
か

ら
30
人
程
度
の
視
察
が
あ
っ
た
。

（
問
）　
村
文
化
財
の
発
信
方
法
は
。

教
育
長
答
弁

　

昨
日
、
八
十
二
文
化
財
団
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

（
問
）　
「
弘
法
井
戸
」
な
ど
青
木
村

に
残
る
民
話
の
地
な
ど
、
文
化
財

に
準
じ
た
価
値
の
あ
る
も
の
を
村

の
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
し
、
保

存
・
発
信
す
る
制
度
を
創
設
し
て

は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　
研
究
が
必
要
と
思
う
。

　
中
学
校
で
は
、
リ
モ
ー
ト
で
朝

学
活
や
授
業
を
す
る
試
み
を
始
め

た
。
小
学
校
で
は
、
リ
モ
ー
ト
学

習
は
難
し
い
の
で
プ
リ
ン
ト
学
習

で
の
対
応
に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

環
境
の
整
わ
な
い
家
庭
に
は
モ
バ

イ
ル
ル
ー
タ
の
貸
与
を
考
え
て
い

る
。
過
失
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

損
壊
補
償
は
村
で
対
応
す
る
。

（
問
）　
各
学
校
に
配
布
さ
れ
る
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
扱
い
は
。

教
育
長
答
弁

　
各
校
10
個
の
配
布
に
な
る
。
使

用
方
法
の
研
修
会
も
行
わ
れ
る

が
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
と
感
じ
て

い
る
。

2 

村
の
将
来
像
を
ど
う
描
く
か

（
問
）　
農
地
の
工
業
地
化
・
企
業
誘

致
を
今
後
も
推
進
す
る
考
え
か
。

村
長
答
弁

　

経
済
的
波
及
効
果
が
大
き
い
。

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
問
）　
農
業
と
工
業
地
化
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
の
村
長
の
考
え
は
。

村
長
答
弁

　
村
内
の
雇
用
が
増
え
れ
ば
、
工

場
に
勤
め
な
が
ら
農
地
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
。
農
家
・
農
地
を
守

る
た
め
に
企
業
誘
致
が
必
要
だ
。

村
長
反
問

　
企
業
誘
致
に
対
す
る
坂
井
議
員

の
立
ち
位
置
、
効
果
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

坂
井
議
員
答
弁

1 

小
中
学
校
水
道
自
動
栓
化
・
診
療

　

 

所
玄
関
自
動
ド
ア
設
置
実
現
!

（
問
）　
P
C
R
検
査
に
対
す
る
村
の

助
成
制
度
を
設
け
な
い
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

必
要
な
方
に
は
県
が
責
任
を

も
っ
て
行
っ
て
い
る
。
県
の
支
援

策
等
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

（
問
）　

青
木
診
療
所
で
の
P
C
R

検
査
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

ド
ク
タ
ー
が
外
に
出
て
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
で
行
っ
て
お

り
、
8
月
に
は
11
件
実
施
し
た
。

（
問
）　
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
す

る
予
定
は
な
い
か

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
今
後
、
県
か
ら
市
町
村
に
配
布

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）　
小
中
学
校
の
水
道
の
自
動
栓

化
、
診
療
所
の
玄
関
の
自
動
ド
ア

化
の
完
成
見
通
し
は
。

教
育
長
・
総
務
企
画
課
長
答
弁

　
小
学
校
12
箇
所
、
中
学
校
14
箇

所
へ
の
設
置
工
事
を
明
日
行
う
。

　
診
療
所
の
正
面
玄
関
扉
2
箇
所

の
自
動
ド
ア
設
置
工
事
は
10
月
中

旬
に
行
い
、
外
回
り
の
手
す
り
一

部
増
設
、
西
側
入
口
の
段
差
解
消

工
事
も
併
せ
て
行
う
。

（
問
）　
休
校
時
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
準
備
は
整
っ
た
か
。

教
育
長
答
弁
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【新型コロナ感染予防対策】
小中学校の水道蛇口自動栓化実現！

【青木村の民話に登場する「弘法井戸」】
青木村文化遺産登録制度の創設を

１
、	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
爆
発
抑
止
に
向
け
て

２
、	
青
木
村
の
発
展
軸
の
見
定
め

３
、	
青
木
村
の
文
化
財
・
文
化
遺
産
の
保

護
・
発
信

坂
井　

 

弘 

議
員



ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
取
り
組

み
と
評
価
に
つ
い
て
、
新
た
な
対

応
が
あ
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
修
学
旅
行
や
文
化
祭
な
ど
の
行

事
は
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
。
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し
、

工
夫
し
て
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

（
問
）　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に
現
れ

て
い
る
影
響
は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　

様
々
な
制
約
や
配
慮
し
た
生
活

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
落
ち
着

い
て
対
応
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
必
要
に
よ
っ
て
は
児
童
相

談
所
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
そ
の

後
の
状
況
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
青
木
郵
便
局
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
と
協
定
を
結
ん
だ
。
郵
便
局
で

3
回
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
4
回

回
収
し
た
。
8
月
に
5
回
目
を
実

施
し
た
。
38
世
帯
、
1
0
9
名

に
届
け
た
。

（
問
）　
教
育
現
場
の
生
理
用
品
無
償

配
布
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　
小
・
中
学
校
の
保
健
室
に
用
意

し
て
あ
る
。
女
子
ト
イ
レ
に
掲
示

し
て
あ
り
、
中
学
校
で
1
件
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
。

に
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
で

あ
る
。

（
問
）　
12
歳
未
満
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
と
モ
デ
ル
ナ

社
製
は
12
歳
以
上
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ

ネ
カ
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
は
40
歳
以

上
だ
。
12
歳
未
満
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
情
報
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。

（
問
）　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
対
象
が
16
歳
以
上
で
あ
っ

た
が
現
在
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

6
月
1
日
か
ら
12
歳
以
上
に

改
正
さ
れ
国
か
ら
通
達
が
出
て
い

る
。

（
問
）　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
感
染
症

対
策
で
感
染
後
に
発
症
自
体
を
予

防
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
効
果
は

ど
の
く
ら
い
の
期
間
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
ワ
ク
チ
ン
の
発
症
予
防
効
果
は

95
％
程
度
で
、
効
果
は
2
回
目
接

種
後
の
6
か
月
で
91
・
3
％
と
言

わ
れ
て
い
る
。

（
問
）　
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　

3
回
目
の
接
種
、
い
わ
ゆ
る

ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
に
つ
い
て
は
情

報
等
が
な
い
。

（
問
）　
小
・
中
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ

1 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

 

の
拡
大
を
う
け
て

（
問
）　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

村
長
答
弁

　
緊
急
事
態
の
発
生
時
の
情
報
発

信
に
は
、
1
、
迅
速
に
行
う
。
2
、

正
し
い
情
報
で
あ
る
。
3
、
情
報

に
信
頼
が
あ
る
。
4
、
人
々
の
共

感
を
う
る
。
5
、
行
動
の
促
進
を

す
る
。6
、人
々
へ
の
敬
意
を
払
う
。

受
け
手
の
理
解
と
行
動
を
促
進
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
問
）　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
中
で
は

7
番
目
の
「
S
A
R
S
2
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
の
特
徴
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
現
在
、
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る

デ
ル
タ
株
は
感
染
力
か
非
常
に
強

く
、
感
染
者
の
ウ
イ
ル
ス
量
が
従

来
の
千
倍
以
上
で
、
感
染
力
は
従

来
型
の
2
倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
重
症
化
し
や
す
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
若
年
層
の
感
染
者

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

（
問
）　
妊
婦
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
の
優

先
接
種
に
つ
い
て
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
15
歳
以
上
に
接
種
券
を
送
付
済

み
で
、
既
に
集
団
接
種
、
あ
る
い

は
個
別
接
種
で
接
種
済
み
か
、
ま

た
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
今
後
予

約
す
る
こ
と
で
接
種
を
ス
ム
ー
ズ

【新型コロナウイルス感染症対策の有効な方法】
宮坂昌之大阪大学名誉教授（上田市出身）の講演 「サイエンスアゴラ2020のシンポジウム」より

1. 人混みを避けること。

　（対人距離を 1.5 ～ 2メートル+送風・換気）

2. 手洗い、消毒、マスク着用を励行すること。

3. 生活リズムをなるべく崩さないこと。

　　体内時計の維持が、食事、睡眠、免疫力の維持に大事。

4. からだを動かすこと。

5.正しい知識を得て、筋道を立てて考える習慣をつけること。

このウイルスとは数年は付き合っていかざるを得ないでしょう
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居
鶴　
貞
美 

議
員

1
、	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

を
う
け
て



【青木村で芸術祭を】

北アルプス芸術祭での作品
 「信濃大町実景舎」（目）

大町市で開催された芸術祭のメインビジュアル

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
取
り
組

み
と
評
価
に
つ
い
て
、
新
た
な
対

応
が
あ
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
修
学
旅
行
や
文
化
祭
な
ど
の
行

事
は
子
ど
も
の
成
長
に
欠
か
せ
な

い
。
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
し
、

工
夫
し
て
実
施
す
る
考
え
で
あ
る
。

（
問
）　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に
現
れ

て
い
る
影
響
は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　

様
々
な
制
約
や
配
慮
し
た
生
活

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
落
ち
着

い
て
対
応
し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
必
要
に
よ
っ
て
は
児
童
相

談
所
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

（
問
）　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
の
そ
の

後
の
状
況
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長
答
弁

　
青
木
郵
便
局
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
と
協
定
を
結
ん
だ
。
郵
便
局
で

3
回
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
4
回

回
収
し
た
。
8
月
に
5
回
目
を
実

施
し
た
。
38
世
帯
、
1
0
9
名

に
届
け
た
。

（
問
）　
教
育
現
場
の
生
理
用
品
無
償

配
布
の
状
況
は
ど
う
か
。

教
育
長
答
弁

　
小
・
中
学
校
の
保
健
室
に
用
意

し
て
あ
る
。
女
子
ト
イ
レ
に
掲
示

し
て
あ
り
、
中
学
校
で
1
件
の
申

し
込
み
が
あ
っ
た
。

年
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、
松

本
で
の
芸
術
の
発
表
会
に
義
民

太
鼓
が
招
待
さ
れ
発
表
し
た
こ

と
も
あ
り
、
お
互
い
に
交
流
は
あ

る
。

（
問
）　
青
木
村
出
身
、
在
住
の
芸
術

家
に
対
す
る
支
援
は
。

教
育
長
答
弁

　
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
青
木
村

出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
メ
ン

バ
ー
に
い
る
「
M
O
R
O
H
A
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
、
文
化
祭
に

出
演
を
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
義
民
太
鼓
で
活
躍
し

た
生
徒
が
、
音
楽
の
道
を
進
路
と

し
て
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。　

（
問
）　
教
育
施
設
や
今
後
の
村
営
住

宅
な
ど
の
既
存
施
設
活
用
・
観

光
・
地
元
経
済
の
た
め
に
芸
術
祭

を
開
催
す
る
考
え
は
。

村
長
答
弁

　

意
欲
の
あ
る
人
を
応
援
し
た

い
と
考
え
、
道
の
駅
あ
お
き
の
市

庭
で
は
獅
子
舞
や
吹
奏
楽
の
方

に
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
、

ふ
る
さ
と
公
園
あ
お
き
の
東
側

に
は
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
を
用
意

し
て
お
り
、
演
奏
会
を
開
催
し
て

い
る
。

　

義
民
太
鼓
の
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
活
動
は
、
村
を
代
表
す
る

立
派
な
芸
術
活
動
だ
。

に
職
員
を
配
置
し
て
い
く
こ
と
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

2 

青
木
村
で
芸
術
祭
の
開
催
を

（
問
）　
教
育
と
芸
術
と
の
関
係
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長
答
弁

　
教
育
の
ね
ら
い
は
、
将
来
、
そ

の
子
ら
し
い
豊
か
な
生
活
を
送

る
力
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
に
あ

る
が
、
芸
術
の
ね
ら
い
も
、
実
は

同
様
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

（
問
）　
芸
術
を
学
べ
る
場
は
。

教
育
長
答
弁

　

青
木
村
で
も
上
田
市
で
も
、

様
々
な
演
奏
会
や
催
し
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
学
ぶ
機
会
と
し
て

も
、
様
々
な
教
室
が
開
か
れ
て
お

り
、
自
ら
求
め
れ
ば
学
べ
る
場
は

多
く
あ
る
。

（
問
）　
上
田
市
な
ど
と
の
交
流
は
。

教
育
長
答
弁

　

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
連
携

事
業
に
て
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
で

演
奏
す
る
方
た
ち
に
青
木
村
文

化
会
館
の
講
堂
で
演
奏
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。 

（
問
）　

松
本
を
中
心
と
し
た
中
信　

と
の
芸
術
に
関
す
る
交
流
は
。

教
育
長
答
弁

　
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
現
セ
イ
ジ・オ
ザ
ワ・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
の
演
奏
会
に

青
木
小
学
校
で
聞
き
に
行
っ
た

1 

Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

（
問
）　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
状
況
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　

令
和
7
年
度
末
ま
で
に
基
幹

系
の
17
業
務
シ
ス
テ
ム
を
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
移
行
す
る
。
ま

た
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
末
を

目
指
し
て
、
国
民
の
利
便
性
向

上
に
資
す
る
手
続
と
さ
れ
た
31

の
手
続
に
つ
い
て
、
原
則
全
自
治

体
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
を
可
能
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

本
村
で
も
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
移
行
が
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

（
問
）　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
課
題
は
。

総
務
企
画
課
長
答
弁

　
経
費
と
人
材
だ
。
上
田
地
域
の

定
住
自
立
圏
の
中
で
も
共
同
で

取
り
組
む
研
究
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
方
や
、
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
な
じ
め
な
い
方
を

置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う
こ
と

も
大
切
な
課
題
だ
。

（
問
）　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
先
に
あ
る
青
木

村
の
姿
は
。

村
長
答
弁

　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
よ
り
、
役
場
に
行
か
な
く
て
も

手
続
が
で
き
る
な
ど
、
手
続
の
簡

素
化
が
図
ら
れ
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー

が
必
要
な
福
祉
や
教
育
の
分
野

※ 10P 脚注参照
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宮
入　
隆
通 

議
員

１
、	

青
木
村
の
デ※

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）推
進
に
つ
い
て

２
、	
青
木
村
の
芸
術
に
つ
い
て



ら
れ
ま
し
た
。
有
効
活
用
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
電
磁

波
障
害
、
視
力
低
下
、
学
び
の

硬
直
化
な
ど
様
々
な
問
題
を
併

せ
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、

よ
り
良
い
活
用
の
仕
方
を
探
っ

て
い
く
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

大
き
な
対
応
は
保
育
園
、
小
学

校
、
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化

で
し
た
。
青
木
保
育
園
、
小
中

学
校
に
通
わ
な
い
同
年
代
の
お

子
さ
ん
も
含
め
て
の
処
置
で
し

た
。
保
護
者
か
ら
は
大
変
好
評

で
あ
り
、
子
育
て
中
の
親
御
さ

ん
を
励
ま
す
施
策
で
あ
っ
た
と

評
価
し
ま
す
。
以
上
、
歳
出
全

体
を
と
お
し
て
当
初
の
計
画
ど

お
り
の
事
業
執
行
に
努
力
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
も

か
か
わ
ら
ず
財
政
運
営
の
効
率

化
を
図
り
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
適
切
に
執
行
さ
れ
た
決
算
と

認
め
ま
す
。
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議
案
第
１
号

令
和
２
年
度
青
木
村
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
■ 

賛
成
討
論 

■　
　
　

　
　
　
　
　

	

松
澤　
正
登	

議
員

　

歳
入
総
額
38
億
5
9
3
0
万

9
千
円
予
算
現
額
に
対
す
る
決

算
額
の
比
率
は
99
・
9
％
で
し

た
が
、
橋
梁
点
検
、
長
寿
命
化

計
画
策
定
業
務
等
繰
越
明
許
費

に
伴
う
未
収
特
定
財
源
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
加
え
る

と
1
0
1
・
3
％
と
な
り
、
適

正
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
村
税
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
の
影
響

も
あ
り
、
村
税
総
収
入
額
で
は

1
・
1
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

徴
収
状
況
は
、
現
年
課
税
分
で

は
、
99
・
1
％
で
前
年
よ
り
0
・

1
％
増
と
高
い
徴
収
率
で
あ
り
、

職
員
の
努
力
に
感
謝
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
国
か

ら
の
交
付
金
並
び
に
地
方
債
に

つ
い
て
は
、
財
政
処
置
の
有
利

な
も
の
を
選
択
し
て
事
業
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
評

価
し
ま
す
。
な
お
、
税
に
限
ら

ず
保
育
料
、
住
宅
使
用
料
等
の

滞
納
者
へ
の
収
納
強
化
を
行
い
、

公
平
性
の
視
点
か
ら
滞
納
の
解

消
に
引
き
続
き
努
力
を
願
い
ま

す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
支
出
済

額
36
億
6
0
8
4
万
7
千
円
で

予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
率
は

94
・
8
％
で
、
繰
越
明
許
費
を

付
け
加
え
る
と
96
・
9
％
と
な

り
、
全
体
と
し
て
計
画
ど
お
り

の
予
算
執
行
が
さ
れ
た
と
理
解

し
ま
す
。

　

総
務
企
画
課
関
係
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
で
23
事
業
に
活

用
さ
れ
、
村
民
の
安
全
・
安
心

と
事
業
や
家
計
の
支
援
な
ど
に

効
果
的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
村
営

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
も
フ
ル

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
導
入
に
よ
り

利
用
者
も
増
加
し
て
お
り
、
効

率
的
な
運
行
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
、
今
後
も
交
通
弱

者
へ
の
利
便
性
に
努
力
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

住
民
福
祉
課
関
係
で
は
、
年

度
当
初
か
ら
地
方
創
生
交
付
金

に
よ
る
特
別
定
額
給
付
金
の
給

付
に
取
り
組
み
、
村
民
一
人
当

た
り
10
万
円
、
総
額
4
億
3
5

2
0
万
円
の
交
付
金
が
速
や
か

に
村
民
に
届
け
ら
れ
1
0
0
％

の
給
付
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
5
2
0
万
円
や
、

そ
の
ほ
か
の
給
付
金
に
つ
い
て

も
「
公
平
・
平
等
・
速
や
か
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
給
付
事
業
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
、
村
長
は
じ
め

職
員
の
皆
さ
ん
の
日
夜
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
る
も
の
と
感
謝

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
に
入
っ

て
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
当

た
っ
て
も
、
昨
年
度
中
か
ら

2
5
8
万
円
の
準
備
予
算
を
確

保
し
、
着
実
に
早
期
に
準
備
を

進
め
た
こ
と
が
、
現
在
の
12
歳

以
上
の
村
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

率
80
％
以
上
の
達
成
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
し
ま

本
会
議
討
論

す
。

　

建
設
農
林
課
関
係
で
は
、
国
、

県
か
ら
の
交
付
金
、
補
助
金
を

柔
軟
に
活
用
し
て
多
く
の
事
業

が
計
画
的
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
台
風
19
号
に
よ
る
災
害

復
旧
工
事
も
、
予
定
さ
れ
た
林

業
、
農
地
関
係
、
道
路
橋
梁
関

係
と
も
完
了
を
見
ま
し
た
。

　

商
工
観
光
移
住
課
関
係
で
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
て
商
工
業

者
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め

ら
れ
、
事
業
の
存
続
の
不
安
解

消
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
を
評
価

し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
突
然
の
長
期
休

校
要
請
が
出
さ
れ
、
対
応
に
苦

慮
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
経
験
の

中
で
一
律
休
校
は
学
校
現
場
に

な
じ
ま
な
い
処
置
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
学
び

を
止
め
な
い
」
を
謳
い
文
句

に
、
通
産
省
の
主
導
で
急
遽
持

ち
出
さ
れ
た
の
が
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
構
想
で
し
た
。
こ
の
制

度
に
青
木
村
も
す
ぐ
に
対
応
し

小
中
学
生
に
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
が
図
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住
宅
建
設
需
要
増
等
の
影
響
で
輸
入

材
の
輸
入
量
減
少
と
価
格
上
昇
を
う

け
代
替
と
し
て
の
国
産
材
の
需
要
が

上
昇
し
、
国
産
材
の
価
格
は
コ
ロ
ナ

禍
前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
ま
し

た
。
ま
た
木
材
全
般
に
引
き
合
い
が

活
発
で
荷
不
足
感
が
あ
る
等
、
こ
の

よ
う
な
復
調
の
動
向
を
踏
ま
え
、
注

意
深
く
慎
重
に
森
林
造
成
事
業
を
上

方
修
正
し
計
画
を
し
て
い
く
と
の
説

明
で
し
た
。　
　
　
（
平
林　
幸
一
）

計
1
2
3
4
万
1
5
4
0
円
、
差
引

残
額
4
5
0
万
6
5
2
6
円
、
令
和
2

年
事
業
実
績
は
14
・
46 

ha
、
7
1
6

万
8
6
0
0
円
の
説
明
と
上
程
が
さ

れ
審
議
、
採
決
の
結
果
全
員
賛
成
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
3
年
度
以
降
5
ヵ
年
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
国
産
材
の
価
格
は
令
和
2
年
の

上
半
期
は
下
落
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の

　
去
る
9
月
30
日
に
令
和
3
年
第
2

回
青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産
組

合
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
題
は
、
令
和
2
年
度
青
木
村
及

び
上
田
市
共
有
財
産
組
合
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
の
一
件
で
し
た
。

　

令
和
2
年
度
青
木
村
及
び
上
田

市
共
有
財
産
組
合
会
計
に
つ
い
て
、

執
行
率
93
・
8
%
、
歳
入
合
計

1
6
8
4
万
8
0
6
9
円
、
歳
出
合
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青
木
村
及
び
上
田
市
共
有
財
産
組
合
議
会
定
例
会

動
き

議
会
の
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パラリンピック聖火フェスティバル（議長）
25日／決算審査（監査委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会会計決算審査
　　　　　　　　　　　　　　　（共有財産組合議会監査委員）
例月監査（監査委員）

13 日／
18 日～
26 日／

27 日／

議会運営委員会（議会運営委員）
決算審査報告（監査委員）
第３回定例議会
全員協議会
議会一般質問
委員会審議（総務建設産業委員会）
委員会審議（社会文教委員会）
小学校運動会（議長）
議会審議採決
全員協議会
議会運営委員会（議会運営委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
中学校こまゆみ祭（議長）
県町村議会議長会政務調査会部会（議長）
例月監査（監査委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会
　　　　　　　　　　　　（共有財産組合議会議員）

１日／
３日／
８日／
８日／

10 日／
14 日／
15 日／
19 日／
22 日／
22 日／
22 日／
22 日／
24 日／
27 日／
30 日／
30 日／

総務建設産業委員会村内視察研修（総務建設産業委員）
社会文教委員会村内視察研修（社会文教委員）
商工懇談会（正副議長・総務建設産業委員）
全員協議会

８日／
10 日／
12 日／
18 日／

保育園おやこ運動会（議長）
上田地域広域連合議会代表者会議（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
上田地域広域連合議会定例会（正副議長）
県町村議会議長会定期総会（議長）
上田地域広域連合議会定例会（正副議長）
全員協議会
例月監査（監査委員）

2 日／
4 日／
5 日／

18 日／
22 日／
25 日／
26 日／
27 日／
29 日／

今後の予定

　松茸販売の様子を道の駅あおきへ見学に行ってき
ました。多くの方が朝6時ころか来られ、整理券を手
にしていました。今年は松茸が豊作で、知り合いの
方は「列になって出ている」と言っていました。松茸
は焼いて食べるのが最高です。あの歯ごたえと香り、
いいですね。秋に焼いて食べるというと、やはりな
んといってもサンマです。焼いたサンマに大根おろ
しと醤油をかけてガブッと食べるのがいいですね。
　松茸もサンマも、自然の恵み。私たちが自然の良
い環境を守らないと、恵がなくなってしまいますね。
　さて9月議会は令和2年度の決算の審議・認定が
主な議題でした。コロナ禍の中、早期に村民全員に
特別定額給付金が支給され、学校では一人一台の
タブレットパソコンの導入と給食費の無料化などの
事業に早期に取り組み、適切に執行されました。
　今年もコロナ禍の中で年末を迎えます。感染防
止に十分気を付けられてお過ごしください。（S・T）

住民の

声 　私は青木村で小さい農園をやってい
ます。最近海外から移住してきた友人

が、時々子ども達を連れて顔を見せてくれます。彼
らは畑で「beautiful！」を連発。虫や雑草達も彼らに
かかると、みんな「beautiful！」になってしまいます。
　私の畑は草だらけ虫だらけで、恥ずかしいと思っ
て積極的に人に見てもらいたいなんて思わないの
ですが、beautiful！と思ってもらえる感性と出会
えた事に感動し、続けて来てよかったと心から思い
ました。そんな私の自慢は田んぼにゲンゴロウがい
ることです！農作物じゃないのかよ、と突っ込まれ
そうですが、そういう土地に暮らしていけているこ
とが嬉しいのです。そして「青木村は豊かだね」とい
う言葉ももらって、やっぱりそうだよね、と納得し
ます。
　美しい水と土と空気があって、温泉も有り、木材が
取れ、山菜、野菜、穀物、果樹、畜産も出来て、生物も多
様性があり、面白い人達が沢山居て、個人事業で面
白い事をしている人も沢山いて、芸能や文化も有り、
私が知っているのはごく一部ですが、これはありき
たりな豊かさでは無く、とても豊かだと思います。
　最近青木村も開発が進んでいます。この先の青木
村がどういう村を目指しているのか、大きく変わろ
うとしている青木村がどういう道に進むのか、気に
なっています。経済的な豊かさだけを追いかけて青
木村の魅力がなくならないように、青木村らしい豊
かさをみんなで模索していける、そんな村であって
欲しいと思います。

松 倉 は づ き
「 豊かな未来 」

信州・青木村
ふるさと景観100選 秋の青木村なのです

８月

9 月

10月

11月

編集後記

AO
KIM
UR
A

青木村議会日誌

■ 発行／青木村議会
■ 編集／議会報編集委員会 委員長／宮入 隆通　副委員長／塩澤 敏樹

委員／松本 淳英・平林 幸一・坂井 弘・松澤 正登


